
令和４年度 社会福祉法人葛尾村社会福祉協議会 事業計画

１．基本理念

「 地域の繋がりを保ち 誰もが安心した生活を営める 福祉の村づくり 」

２．基本目標

基本目標１ 安心できる暮らしの確保

安心して暮らすためには、健康が第一。村民の健康維持・増進意識を高め、更

には住民同士による見守り合いやご近所付き合いを大事にします。

また、地域で支援が必要な方々を地域で把握できるよう、地域の皆様と要支援

者の方々を見える化（マッピング）します。防犯・防災意識の普及啓発にも取り

組みます。避難先にいらっしゃる方々への訪問等も継続し、傾聴や相談できる窓

口として今後も支援していきます。

基本目標２ 福祉サービスの充実

当村唯一の介護事業所として、各種サービスの充実に努めます。また、制度に

とらわれないサービスの創出にも取り組みます。また、わかりやすい情報の公開

・情報の伝達にも取り組みます。

基本目標３ 地域の支え合い活動の促進

地域支え合いは木に例えるなら根にあたります。そのために住民相互の支え合

いの支援、地域コミュニティーの再構築支援やボランティア活動の普及に取り組

みます。また、地域交流サロン等を住民主体で開催できるよう支援します。

基本目標４ 地域福祉の担い手づくり

地域福祉の担い手づくりのために各種講座を開催し意識の啓発に努めます。ま

た、年代を問わず福祉教育に注力し次世代の担い手を育成します。

福祉協力員制度の仕組みを作り、当村地域福祉の推進に取り組みます。



３．基本方針

東日本大震災に伴う原発事故による葛尾村民の生活も１２年目を迎えました。

村において避難指示が解除され、当初は村へ帰村した方々は徐々に増えてきた

ものの、近年は横ばいの状態で、今後急激な増加は見込めない状況にあります。

また、避難先である三春町においては、復興住宅へ居住していた村民も減少傾

向にあり、再建先住宅等へと移行し、村民のより一層の分散化の状況が窺えます。

避難先には、未だ約７割の村民が生活している現状を踏まえ、社会福祉協議会

としましては、避難先に残る村民の支援をしっかり継続をしながら、村において

は帰村した要援護者の見守り、安否確認、更には交流サロン・介護予防事業・地

域のコミュニティーの再構築に資する事業等を進めてまいります。

この二年間、コロナ渦の中で様々な事業に十分に取り組むことが出来なかった

現状を踏まえ、今後も感染状況の動向をしっかり見極めながら感染対策を講じ事

業を進めてまいります。

本年度も特に、令和２年度末に策定しました、葛尾村地域福祉活動計画の理念

である「地域の繋がりを保ち、誰もが安心した生活を営める、福祉の村づくり」

をテーマに分散化・多様化する村民の福祉的ニーズを的確に捉え住民に寄り添っ

た支援が図れるよう役職員一丸となって下記の事業を進めてまいります。

４．重点事業

１．訪問活動・見守り活動を推進し村民の実態把握に努める。

２．地域の繋がりづくり・介護予防事業の充実に努める。

３．介護保険サービスの充実に努める。

４．地域包括ケアシステムの推進・深化に努める。

５．地域福祉活動計画に沿った事業の実施。

６．職員研修及び資格取得の推進に努める。

５．事業内容

（１）法人運営事業

①理事会・評議員会・監事会の開催

②会員会費の徴収

③運営会議の開催

④適正・適切な予算執行

⑤職員の研修機会の確保及び資格取得の推進

⑥人事考課制度の導入検討

⑦社協だより発行及びホームページによる情報発信

（２）地域福祉推進事業及び福祉団体の支援

①生活支援体制整備事業による、地域の繋がりづくりの支援、お宝の発見・

取材、お宝講座の開催等

②地域交流サロン・茶話会・住民交流会・一人暮らし高齢者等会食会等の開

催

③ボランティア活動・福祉教育の推進



④生活支援サービス「おたがいさま」事業の推進（外出支援）

⑤安心サポート事業の推進

⑥生活福祉資金及び生活援助資金の貸付

⑦老人クラブ・身体障害者福祉会・心身障がい児者親の会・遺族会等の支援

⑧民生児童委員協議会の援助協力

⑨共同募金・歳末助け合い募金の推進

⑩日赤事業の推進・赤十字奉仕団の支援

（３）地域包括支援センター事業（村：委託事業）

①総合相談支援業務

②権利擁護業務

③介護予防ケアマネジメント業務

④包括的・継続的ケアマネジメント業務

⑤地域ケア会議の推進業務

⑥認知症総合支援業務

⑦生活支援体制整備事業の推進（お宝講座・お茶飲み会・お宝の取材等）

（４）地域密着型通所介護事業（社協：自主事業）

要介護状態にある高齢者等に対し、送迎、入浴、食事、レクリエーション

等その他必要な日常生活上の支援や生活機能訓練などのサービスを提供し、

利用者の心身機能の維持向上や家族の介護負担の軽減を行います。

○サービス内容：送迎、入浴、食事、健康管理、日常生活動作訓練

レクリエーション ほか

○サービス提供時間：９時３０分～１５時４５分

（５）居宅介護支援事業（社協：自主事業）

要介護認定を受けた人が自宅で介護サービスなどを利用しながら生活で

きるよう介護支援専門員（ケアマネジャー）が本人・家族の心身の状況や

生活環境、希望等に沿って、居宅サービス計画（ケアプラン）を作成し、

ケアプランにもとづいて介護保険サービスなどを提供する事業所との連絡

・調整などを行います。要介護認定訪問調査も実施。

（６）被災者生活支援事業（村：委託事業）

①総合相談・訪問活動事業

帰村した住民宅等を訪問し日常生活や困りごと等の相談に応じ、必要に

応じてアドバイスを行うと共に、専門的な相談については関係機関との

連絡調整を図りながら相談・支援を行う。

場 所 住民宅、みどり荘 等

時 間 ９時００分～１７時００分

期 日 平日（年末年始を除く）

②地域交流サロン・健康づくり事業等の運営

サロン活動は住民の自主的な活動が原則であるが、みどり荘等において

住民相互の仲間づくりを支援する貴重な機会と位置づけ、住民の実情を

踏まえながら交流を図れるよう支援していく。また、介護予防等健康づ



くり事業を実施し、健康意識を高め、健康維持、増進、運動不足の解消

を計れるよう事業を実施していく。これらの事業を通して住民相互の繋

がりづくりを支援する。

③生きがいデイサービス事業

介護認定を受けていない高齢者等の交流の場を提供し、利用者の心身機

能の維持向上と健康維持・増進のために生きがいデイサービスを行う。

○サービス内容：送迎、入浴、食事、健康管理、日常生活動作訓練

レクリエーション ほか

○サービス提供時間：９時３０分～１５時４５分

（７）生活支援相談員配置事業（県社協：委託事業）

復興住宅、再建先住宅等に居住する支援を必要とする村民宅の訪問・見

守り活動を行い、様々な相談に応じると共に、関係機関と連絡調整を図

りながら必要な支援を行う。また、交流サロン・茶話会等を行いながら

村民相互の繋がりの維持が図れるよう支援する。特に「心のケア」に重

点を置いて事業を進める。


